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【代表取締役社長 CEO 和田】 

パーソルホールディングス代表取締役社長 CEO の和田です。 

本日はお忙しい中お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

 

今日私から皆様にお伝えしたいことは、FY2024 の決算概要、それから FY2025 の業績見通し、そして財務戦

略の３点でございます。 

なお、本日ご説明させていただきます FY2025 の業績見通しでございますが、昨今のトランプ関税や、それに伴

う大幅な為替の変動等の影響に関しましては読み込んでおりません。今後、万が一大きな変更の必要性があっ

た場合には改めてお伝えさせていただきます。 

 

それではまず初めに、FY2024 の決算概要でございます。売上収益は 1 兆 4,512 億円で、前年比 9.4％の

増でございます。それから調整後 EBITDA は 783 億円で、同 8.4％の増となっております。調整後 EBITDA、

営業利益、当期利益のいずれも過去最高を更新いたしました。 

FY2025の業績見通しでございます。売上収益は1 兆5,400 億円、前年比6.1％の増を見込んでおります。

調整後 EBITDA は 865 億円、同 10.4％と、二桁の成長を目指してまいります。 

それから財務戦略でございます。FY2024 の期末配当は、期初予想より 0.5 円の増配を行いまして、年間配

当を 9.5 円とします。それから、FY2025 の年間の配当予想でございますが、過去最高の 11 円（前年比 1.5

円）の増配を計画しております。FY2025 の ROE は約 20％、ROIC は約 18％と、最高値の更新を見通し

ております。 

 

それでは、FY2024 決算概要の詳細につきましては、CFO の徳永からご説明させていただきます。徳永さんお願

いします。  



 

【執行役員 CFO 徳永】 

CFO の徳永でございます。 

それでは私から全社の決算概要、その後、SBU の決算概要について説明をさせていただきます。 

  



 

まず最初に、全社の決算概要でございます。 

和田からも説明ございましたが、全体として堅調な決算でございました。 

売上収益につきましては FY2023 対比で 9.4％増の 1 兆 4,500 億円強、そして営業利益につきましては前年対

比 10.3％増の 574 億円でございました。また、私ども経営陣が最重要視しております調整後 EBITDA につきまして

も、前年対比 8.4％増の 783 億円でした。 

また当期利益でございますが、こちらも前年対比 19.7％増の 358 億円でしたが、11 月の見通し対比では若干下

回ってございます。下回った要因は注釈のところに記載しております。賃上げ促進税制で税額控除が受けられると予

想しておりましたが、ほんの少し条件に合わず、その分税金が増えたのが主な要因でございます。 

  



 

続きまして、調整後 EBITDA の FY2023 対比でございます。 

FY2023 は 722 億円の調整後 EBITDA でした。売上総利益は前年対比で 10.3％、309 億円増やすことができ

ました。一方で販管費につきましては、249 億円の増でございました。2 月の決算発表で説明いたしましたが、Q4 の

販管費は 116 億円と、通常に対して約 60 億円程度マーケティング投資やシステム開発費を積み増しました。結果

として FY2024 の調整後 EBITDA は 783 億円でございました。 

  



 

続きまして、調整後 EBITDA の Q4 の見通し 111 億円から、結果として 135 億円になった差異の分析でご

ざいます。 

まず売上総利益が見通し対比で 6 億円上振れました。また販管費につきましては、大きく差異が出たものはなか

ったのですが、人件費やマーケティング投資など少しずつコストを圧縮した結果、約 18 億円のコスト削減によって、

結果として 135 億円を達成してございます。 

  



 

続きまして、調整後 EBITDA と営業利益の推移でございますが、減価償却費が FY2023 の 125 億円に対して、

FY2024 は 139 億円でしたが、その他未払有給休暇や株式報酬費用については大きな差はございませんでした。 

 

 

続きまして、SBU 別の売上収益の状況でございます。 

全セグメントで増収を達成しています。特に、Technology SBU、Career SBU につきましては 10％を超える大き

な増収を達成しました。Asia Pacific SBU につきましても、為替の影響が約 5％ございますが、現地通貨でも約

10％の増収を達成しています。 



 

続きまして、SBU 別の調整後 EBITDA の前年対比でございます。 

BPO SBU につきましては、COVID-19 の剥落があり、マイナス 21.2％ですが、その他の SBU につきましては、それ

ぞれ増益を達成してございます。具体的には Staffing SBU につきましては 9.5％、そして Technology SBU、

Career SBU、Asia Pacific SBU につきましては、10％を超える増益を達成してございます。 

 

 

SBU 別の営業利益につきましては、調整後 EBITDA と同じ状況でございますので説明は省略をさせていただきます。

後ほどご覧いただきたいと思います。 

 



 

通期決算ですので、バランスシート、それからキャッシュ・フローについて説明をいたします。 

まず大きな変化点として、現預金が約 250 億円減少してございますが、これはこの後説明いたします富士通様の子

会社の買収によるもの、そしてワーキングキャピタルの 50 億円程度の増、借入の 40 億円程度の減が要因でございま

す。また、資本につきましては、自己株式の買い取りを行いましたので、その分自己資金が減少してございます。  



 

続きまして、のれんの状況でございます。 

先ほど説明した富士通様の子会社の買収に伴いまして、BPO SBU で約 120 億円のれんが増加してございます。ま

た、のれん以外に、下の方に注書きで記載してございますが、無形固定資産、これは顧客資産でございますが 56 億

円認識しております。なお、こちらにつきましては 16 年間で償却をする予定でございます。 

  



 

続きまして、キャッシュ・フローでございます。 

前年対比で、FY2024 の営業キャッシュ・フローは約 90 億円の減少になってございますが、これにつきましては

FY2023 の年度末、2024 年 3 月 31 日が休日であったためにその支払が FY2024 になったものでございます。事

業としては営業キャッシュ・フローの状況は堅調でございます。また投資キャッシュ・フローでございますが、先程説明しま

した富士通様の子会社の買収に伴うもので、買収金額は 203 億円でございますが、当該会社が 30 億円強の現預

金を持っておりましたので、投資キャッシュ・フローのマイナスとしては約 178 億円ということです。 

  



 

続きまして、SBU 別の決算の概要について説明をいたします。 

 

 

まず、当社の主力であります Staffing SBU でございます。 

売上収益につきましては、FY2023 対比で 4.6％増でございました。また、調整後 EBITDA につきましては人材紹

介が堅調だということもございまして、9.5％増の 313 億円でございました。Q4 の KPI でございますが、表の右の方を

見ていただきたいのですが、就業者数につきましては 2％増、請求単価につきましても約 2％の増でございます。なお、

前年対比で Q4、少し売上の伸びが低下してございますが、これは営業日数が FY2023 は 58 日だったことに対して、

FY2024 の Q4 は 57 日だったことに起因するものです。 



 

Staffing SBU のトピックスを 2 点記載してございますが、後ほど是非ご覧いただけたらと思います。 

 

 

続きまして、BPO SBU でございます。 

COVID-19 の剥落がございましたが、その COVID-19 の売上の剥落を補いまして、全体として増収を達成してござ

います。右の方に COVID-19 関連の売上と、先程ご説明した富士通様の子会社の買収に伴う影響を記載してござ

います。2 月、3 月の２か月分を連結に入れてございまして、売上につきましては 40 億円、また調整後 EBITDA に

ついては 4.1 億円のインパクトを今回の買収によって織り込んでいます。



 

BPO SBU のトピックスでございます。 

BPO SBU と Career SBU で、「StepBase」という BPO SBU のサービスと、「doda ダイレクト」という Career SBU

のサービスのコラボレーションをしてございます。これは具体的には、「doda ダイレクト」のアウトソーシングを BPO SBU

で受け、グループ全体としてお客様に提供するというサービスです。 

  



 

続きまして、3 つ目の SBU、Technology SBU でございます。 

Technology SBU につきましては、売上収益が 12％増、それから調整後 EBITDA につきましても 11.5％増という

ことで、好調な状況でございます。KPI ですが、まずエンジニアの数につきましては IT 部門が 18％の増、そして機械、

電気のエンジニアリングも 9％増ということで、エンジニアの数は好調に伸ばしております。また、請求単価は、IT 部門に

おいて Q4 は前年対比でマイナス 2.6％になっておりますが、これはグループ内のシステム開発のプロジェクトが

FY2025 にリスケになったことに伴う減でございますので、大きな事業上の懸念はございません。 

  



 

また、登録派遣とフリーランスを除いた正社員ベースの IT 部門、エンジニアリング部門の稼働人数と稼働率を記載し

てございます。 

まず、稼働人数につきましては FY2023Q4 の 6,243 名に対して、FY2024Q4 は 7,080 名ということで堅調に伸

ばしてございます。稼働率につきましては、FY2023Q4 は 92.3％に対し、FY2024Q4 は 91.5％ということで微減

でございますが、派遣から請負にシフトしており、それに伴いまして、稼働率が若干落ちますが、一方で請求単価が伸

びることで、全体として売上総利益を増やすという戦略をとっており、ほぼ計画どおりの数字でございます。 

 

 

Technology SBU のトピックスを 2 点紹介しておりますので、後ほどご覧いただきたいと思います。 



 

続きまして、Career SBU の状況でございます。 

売上収益につきましては 12.8％の増、そして調整後 EBITDA につきましては 16％の増でございました。FY2024 の

期初は市場環境が若干不透明なところもありましたが、見通しの範囲の中で増益を十分達成できたと考えてございま

す。 

一方で、FY2024Q4 は、売上の成長率が約 10％になっています。これにつきましては、企業様の求人意欲が強い

一方で、個人が、賃上げ等もあり、若干慎重になっている結果ではないかと私どもは見ています。それを踏まえまして、

真ん中の表に記載のとおり、コンサルタントの数についてはコントロールしながら、一方でコンサルタント 1 人あたりの生産

性につきましては伸ばしていきたいと考えています。 

 

 



 

最後の SBU、Asia Pacific SBU でございます。 

冒頭説明いたしましたが、為替の影響が 5％ありましたが、現地通貨ベースでも売上を約 10％伸ばすことができてい

ます。Asia Pacific SBU のマーケットの状況でございますが、人材派遣につきましては、オーストラリアはやや低調であ

るものの、アジア圏は堅調な状況でございます。また人材紹介につきましては、アジアもオーストラリアもやや低調な状

況でございまして、これにつきましては、コンサルタントの数を含めましてコストコントロールをしっかりしていきたいと考えて

います。一方で、ファシリティマネジメントにつきましては引き続き好調でございまして、二桁成長を達成していますし、

FY2023 末対比で FY2024 末の契約残高につきましては、20％程度増加しておりますので、好調な状況です。 

 

  



 

Asia Pacific SBU のトピックにつきましても、ぜひ後ほどご覧いただきたいと思います。 

 

 

最後にその他・調整でございますが、その他につきましては調整後 EBITDA がマイナス 16 億円からマイナス 34 億円

ということで、赤字幅が拡大しています。これはシェアフルの先行投資、具体的には、営業人員の強化とマーケティング

投資によるものでございます。 

連結調整につきましては FY2023、FY2024 で大きな差はございません。 



 

パーソル総研のトピックスを記載してございますが、後ほどぜひご覧いただきたいと思います。 

 

以上、私の方から全社の決算概要、SBU の決算概要を説明いたしましたが、全体として堅調な決算だったと思ってお

ります。 

 

私からは以上でございます。 

  



 

【代表取締役社長 CEO 和田】 

それでは続きまして私の方から、FY2025 の通期業績予想についてご説明させていただきます。 

 

 

通期の売上収益は、6.1％増の 1 兆 5,400 億円を見込んでおります。営業利益は 14.9％増の 660 億円、調整

後 EBITDA は 10.4％増、二桁増の、865 億円を見込んでおります。調整後 EPS は 10.2％増の 20 円 39 銭

を見込んでおります。 



  

SBU 別の予想でございます。 

今回から、各 SBU の今年度の取り組みに関する因数分解をさせていただいており、どういった形で FY2025 の成長を

実現するのか、記載させていただいております。 

特に、この中でも注目いただきたいのが、Staffing SBU、BPO SBU、Technology SBU は、FY2027 および

FY2028 に向けて収益改善の取り組みを積極的に進めていくという点です。Staffing SBU は、FY2027 に 6％、

BPO SBU は FY2028 に 8％、それから Technology SBU は FY2028 に 10％の調整後 EBITDA マージンを

目標として取り組んでおります。 

  



 

Career SBU における事業の見通しを少しご説明させていただきます。 

FY2025 は、個人の転職意向は一定慎重姿勢であり、様子見の状態が継続すると認識をしております。この動きは

FY2024 下期から継続しており、特に、賃金の上昇や待遇改善、企業各社の社員様のリテンション策が功を奏して

いることが背景にあるとの認識です。ただし、長期的に見ますと、転職希望者は日本全国で 1,000 万人を超えている

中で、実際に転職されている方の数が 300 万人に過ぎず、この 300 万人の方の転職もそうですし、残りの 700 万

人の方の転職も、今後一定期間が経過するとともに一層活性化していくだろうと認識をしております。そういった意味も

込めまして、FY2025 においては約 7％の水準での成長を見込んでおりますが、FY2026 には再度二桁の成長を目

指すということでございます。FY2026 の二桁成長を実現させていくためにも、転職希望者の方々の意識の中に、パー

ソルグループの doda が第一想起される必要があると考えておりますので、引き続きマーケティング投資は適切に、かつ

積極的に進めてまいりたいと考えています。加えて、この一年間でテクノロジー投資をより加速させ、人の介在価値をよ

り一層感じていただけるような顧客体験を向上させる取り組みを進めてまいりたいと思っております。もちろん DX や AI

の活用というのは当然でございますし、業務の全体のプロセス見直し含め、様々な形で Career SBU の価値を上げ

てまいりたいと考えております。 

 



 

それからもう 1 点皆様にお伝えしておきたいのは、Asia Pacific SBU の取り組みでございます。 

先ほどご説明した通り、Asia Pacific SBU も二桁成長を実現しておりますし、調整後 EBITDA マージンも 0.1pt ず

つ改善しておりますが、FY2025 におきましては、システム投資を計画しております。特に、非常に好調でかつ収益力を

持っているファシリティマネジメントビジネスのシステムを強化する必要があると判断をしております。ファシリティマネジメン

トのシステム投資を中心に、Asia Pacific SBU 全体で今年度、来年度の 2 年間にかけて、それぞれ 20 億円ずつ

投資をしていきたいと思っております。それによって、Asia Pacific SBU において、より大型の案件や、受託案件の獲

得可能性を高め、運用の実績をより高めるといった取り組みを進めていきたいと考えております。 

 

 



 

 

以上を踏まえまして、FY2025 の通期業績予想を、SBU 別で記載させていただいております。 

37 ページには SBU ごとの調整後 EBITDA を記載させていただいております。特に、このページでお伝えしたいのは、

Staffing SBU、Ｃareer SBU でぞれぞれ 340 億円強の調整後 EBITDA を獲得するということと共に、BPO SBU、

Technology SBU、Asia Pacific SBU が、各々100 億円強の調整後 EBITDA を確保するということです。我々

の事業ポートフォリオがしっかり出来上がっているということを改めてご認識いただければ幸いです。 

 

  



 

調整後 EBITDA と営業利益のブリッジでございます。 

先ほどご説明差し上げた、FY2024 実績のブリッジとほぼ構図は変わっておりません。調整後 EBITDA が 865 億円

から営業利益 660 億円への道筋を見てとっていただけるのではないかと思っております。 

  



 

次に、株主還元・キャッシュアロケーションに関するご説明をしてまいりたいと思います。 

 

 

FY2024 の配当と FY2025 の配当予想でございます。 

FY2024 は、期初予想比 0.5 円の増配で年間配当は 9.5 円とさせていただきました。FY2025 は、FY2024 に比

して 1.5 円増配の、年間配当 11 円を見込んでおります。堅調に推移しており、還元もしっかりとさせていただきたいと

考えております。 

 



 

次に、キャッシュアロケーションについてです。 

これは中期経営計画 2026 を発表した際の計画と、FY2025 の中期経営計画最終年度の着地点の比較ですが、

ほぼ計画通りでございます。当初の計画でございますと、株主配当および自己株取得の額と、成長投資及び借入返

済額をほぼ半分半分、750 億円ずつと計画しておりましたが、実際には株主配当および自己株取得が 834 億円、

成長投資および借入金返済が 683 億円という形で、比率は若干配当の方に傾いておりますが、こういった形で今期

着地できる見込みでございます。



 

次に、ROIC と ROE の推移でございます。 

ROIC に関しましては、今年度の着地予想で約 18％、それから ROE に関しては中計目標で掲げておりました 20％

以上という水準に対し、ちょうど 20％にフィットできるのではないかと見立てております。 

  



 

それでは、最後にグループのトピックスについてお伝えしたいと思います。 

 

 

我々はテクノロジーの活用や DX の推進に取り組んでおりますが、記載のような取り組みをご評価いただき、経産省な

らびに東証から DX 注目企業 2025 に選定をいただきました。DX 銘柄の中の 1 つだと認識いただければと思います。 

 



 

我々の取り組みに関しまして、別途 IR Day を開催したいと思っております。7 月 22 日に計画をしておりまして、パー

ソルグループの AI 活用や、DX の推進、それから今後の方向性に関しまして皆様にご理解をいただきたいと思っており

ます。Web で開催をいたしますので、機関投資家の皆様やアナリストの皆様方に、ぜひお時間がございましたらご参加

いただければと思っております。 

 

私の方からは以上でございます。 

 

（終） 


